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(試験年月日 ) 2011年 4月 20日 ～6月 H日

(試験対象品 ) 連続式浄水器 (バナジウムタイプ)

HS S 3201:2010「家庭用浄水器試験方法」
連続式浄水器の方法によって、試験対象品の遊離残留塩素ろ過能力試

験を実施する。

(試 験 概 要 ) 試料水濃度調整  :遊離残留塩素濃度 2.0± 0.2mg/L(水温 20℃ ±3℃ )
通水流量 :ろ過流量を4.OL/minに維持して継続通水

ろ過水量 :300,000Lま で通水を継続

羮象

｀
:5翻 ポ 捩 巫 遭 誌罵品暑曇基色L毎に採水。

除去率 :相 対する試料水及びろ過水の濃度分析値から算出
*

(分 析 方 法 ) HS S 3201:2010附属書A(遊離残留塩素測定方法 )
DPD比色法により測定

(試 験 結 果 ) 結果を別紙に示す。

試験条件 :室温 :20± 15℃  湿度 :65± 20% 試料水温 :20± 3℃
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